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マテリアル ・ アー ト展～マテリアルフォトコンテスト～

1. 緒雷
我々は、材料を用いて様々なも のを作りだしてきた。こ

れは、材料の発達に寄与するところが大きい。しかし、
我々は便利な機能を持った製品に注目しがちであり、材
料に対する関心は低い。そこで、マテリアル工学科学生
会は一般の人や 高校生、他学科の学生たちに、 「材料 ・

素材」のおもしろさを知ってもらうために、さらにマテリアル
工学科学生たちにも 「材料・素材jの素晴らしさ の再確認
を 行ってもらうために、 「愛 ・マテリアル博」と銘打って毎年
趣向を変えた展示を工学部探検で行ってきた。マテリア
ル工学科で、は多くの 金属材料について学ぶ中で材料の
組織には芸術的ともいえる個性的な 「顔」があり，それが
その 材料のユニークな特性を生んでいることを知った。こ
れまでのマ テリアル ・ アート展では材料科学実験や研究
室での研究を通じて出会った材料の表情の写真を集め
展示を行い、多くの来場者に興味をもっていただけた。去
年度は、学内 にとどまらず北海道大学で開催 さ れた

World Materials Day Aw：ぽdコンテストに応募し、材料に関
する 知識と その重要性を社会や若者に啓発する活動を
熊本 大学がどのように行っている かをプレゼ

、
ンテー シ

ョンし、 そこでAward受賞を果たした。 一方、 こ のよ
うな活動を行っているにも関わらず、 マ テリアル工学

科学生の 材料に対する関心の 低下が見受けられるよう
にな り始めた。

そこで、 今年度は一般の方とマテリアル工学科学生の
材料の関心の向上を目指して、従来は4年生以上の出展
がほとんどだ

、
ったマテリアル・アート展 に、l ～3年生からも

応募しやすい環境づくりを行った。今年度の本プロジェク
トの 目的は、マテリアル・アート展を通じて 1～3 年生の 材
料に 対する関心と知識を高めてもらうことと、アート展 に多
彩な作品を集めることにより、一般の方々に さらに材料へ
の興味をもっていただくことである。

2. 実施概要
まず 11月の夢科学探検で開催するマテリアル・アート

展でフォトコンテストを行うことを7月中旬に学科全体に案
内した。1～3 年生は身近なマ テリアルの魅力フォト部
門、4年生以上は実験 ・研究で見つけたマ テリアル ・ ア
ート部門に分けること により、1～3年生の応募を促し
た。10月上旬を〆切として投稿してもら うよう にした。l ～3
年生は、プリンタ ーを 持っていない場合があるので、画像
デ｝ タでの応募も受け付けた。応募作品の タイトルと解説

マ テリアル工学科 4年 阿部祐生 担当教員：横井裕之

文は、作品の印象を決める大きなファクタ ー になるため、
工夫して付けるように案内した。今年度のフォトコンテスト
では、参加意欲をかき立てるために，ベ ストフォト賞作品
に賞金を出した。賞金は、昨年度の World Materials Day 
Award の賞金から拠出した。
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8月に聞かれたオープンキャンパスでは、昨年度World
Ma岡山DayAwardコンテストで発表した内容の報告と過
去 3年間の展示物の展示を行った。1～3年生にも 過去の
作品を知って も ら う機会と した。 また、 マ テリアル工
学科の各研究室で催 しているチタ ンの陽極酸化実験や
超伝導実験、形状記櫨合金， カ ー ボンナノチュ ーブ

、
の

模型作 製 などに取り組むこ とで、 応募作品づ く りに役
立て て も ら うようにした。 オープンキャンパス は在校
生にと って も研究室 の様子を知 るよい機会であ る が、
あ まり活用 さ れていないので、 マテリアル ・ アー ト 展
への応募を通じて 在校生にオープンキャンパス 参加を
促した。

11月の夢科学探検で開催したマテリアル ・アート展では
来場者に写真展 の感想やマ テリアルに対する関心につ
いてア ンケートをとると同時に、それぞれの部門で気に入
った作品に投票をしてもらった。各部門で最も投票の 多 か
った作品にベ ストフォト賞と副賞の賞金を贈呈した。

また、今年度の 作品をまとめたパンフレットを作成し、マ

テリアル工学科の学生全員に配布した。

3. 作品紹介
今年度のマ テリアル ・ アー ト 展で展示した作品を紹

介する。 来場者に一番興味を持った写真を選出し、 各
部門 1票ずつ投票していただいた。 各部門で投票数上
位 1位の 作品をベ スト フォト賞と した。 それらの 作品
を、図3・1 ～8に示す。 こ の う ち、図3・1 には、 実験・
研究で見つけたマ テリアル ・ アー ト部門おけるベ ス ト
フォト賞を、図3・2には、 身近なマ テリアルの魅力フ
ォト部門 の ベ ス ト フォト賞を示す。 また、図3・3,4に
実験 ・ 研究で見つけたマ テリアル ・ アー ト部門、図3・5
～8に身近なマ テリアルの魅力フォト部門の 写真の 一

部を示す。 に実験 ・ 研究で見つけたマ テリアル ・ アー ト
部門は、 例年通り迫力の あ る写真や不思議な写真が集
まり 、 興味の湧く展示内容だったと感じた。 また今年
度から設けた身近なマ テリアルの魅力フォト部門では、
様々な角度か ら身近な も のをと ら えた写真が集まった。
それら写真の解説はと て も工夫 が凝ら さ れており 、中












